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　　　　　　　　　　　　業績予想の修正に関するお知らせ

最近の業績の動向等を踏まえ、平成 14年 5月 23日の決算発表時に公表した業績予想を下記のとおり修正します。

　　　　　　　　　　　　記

１．15年  3月期中間業績予想数値の修正（平成 14年 4月 1日 ～ 平成 14年 9月 30日）
(単位：百万円、％)

売上高 経常利益 当期純利益

前回発表予想(Ａ)
（平成 14年 5月 23日 発表）

15,000 840 435

今回修正予想(Ｂ) 13,300 540 250

増減額(Ｂ－Ａ) △ 1,700 △ 300 △ 185

増減率 △ 11.3 △ 35.7 △ 42.5

前期（平成13年  9月中間期）実績 14,520 1,013 544

２．15年  3月期連結中間業績予想数値の修正（平成 14年 4月 1日 ～ 平成 14年 9月 30日）
(単位：百万円、％)

売上高 経常利益 当期純利益

前回発表予想(Ａ)
（平成 14年 5月 23日 発表）

15,030 820 425

今回修正予想(Ｂ) 13,400 540 250

増減額(Ｂ－Ａ) △ 1,630 △ 280 △ 175

増減率 △ 10.8 △ 34.1 △ 41.2

前期（平成13年  9月中間期）実績 14,558 1,010 536

３．15年  3月期通期業績予想数値の修正（平成 14年 4月 1日 ～ 平成 15年 3月 31日）
(単位：百万円、％)

売上高 経常利益 当期純利益

前回発表予想(Ａ)
（平成 14年 5月 23日 発表）

32,700 2,450 1,220

今回修正予想(Ｂ) 27,000 1,330 620

増減額(Ｂ－Ａ) △ 5,700 △ 1,120 △ 600

増減率 △ 17.4 △ 45.7 △ 49.2

前期（平成14年  3月期）実績 30,497 2,110 1,029



４．15年  3月期連結通期業績予想数値の修正（平成 14年 4月 1日 ～ 平成 15年 3月 31日）
(単位：百万円、％)

売上高 経常利益 当期純利益

前回発表予想(Ａ)
（平成 14年 5月 23日 発表）

32,800 2,470 1,230

今回修正予想(Ｂ) 27,100 1,330 620

増減額(Ｂ－Ａ) △ 5,700 △ 1,140 △ 610

増減率 △ 17.4 △ 46.2 △ 49.6

前期（平成14年  3月期）実績 30,612 2,139 1,033

５．理　　由

（１）個別業績予想の修正理由
　　　景気回復の足踏み状態が続く中、顧客企業の情報化投資に対する姿勢はより厳しさを
　　増してきております。その影響により、新規案件決定までの期間が長期化するとともに、
　　開発案件の一部中止・先送り等の動きが拡大し、売上高が落ち込みました。
　　　また、顧客企業からの生産性向上すなわちコストダウン要請を受け、売上原価率が上
　　昇し利益が落ち込みました。
　　　こうした状況は下期も継続することが予想されるため、中間期ならびに通期の業績予
　　想を修正することとしたものであります。

（２）連結業績予想の修正理由
　　　個別業績予想の修正理由と同様であります。

６．今後について

　　　当社グループは、今回修正いたしました通期業績予想数値の達成に向けて、以下の施
    策にグループ一丸となって取り組んでまいります。
　　①　営業力の強化
　　　　ソリューション事業の営業力強化のため、10月1日付にてソリューション事業本部な
　　　らびにネットワーク事業本部の営業部を統合し、営業本部を新設いたしました。これ
　　　により、ソリューション事業分野における営業効率を今まで以上に高め、受注拡大を
　　　図ってまいります。
　　②　アライアンスの推進
　　　　ICカード等のセキュリティ媒体を用いた情報システム事業拡大を狙い設立した「株
　　　式会社トッパン・エヌエスダブリュ」をはじめとして、今後もこうしたアライアンス
　　　を積極的に推進してまいります。
　　③　経費の削減
　　　　外注費をはじめとする原価ならびに販管費の見直しをおこない、これらの削減に取
　　　り組んでまいります。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以　上


